
JP 5597497 B2 2014.10.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブと、
　前記超音波プローブを介して、被検体へ向けて超音波を送信し、前記送信された超音波
に対応する反射波を受信し、前記受信された反射波に基づいて受信信号を発生する超音波
送受信部と、
　前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成部と、
　前記被検体に関する他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータと、複
数のボディマークのデータおよびプローブマークのデータとを記憶する記憶部と、
　前記超音波画像に関する前記ボディーマーク上に前記プローブマークを表示する表示部
と、
　前記被検体の体表面に対する前記超音波プローブの位置および向きを示すよう前記表示
されたプローブマークを調整する入力操作部と、
　前記入力操作部により調整されたプローブマークの位置と向きとに基づいて前記被検体
の断面を前記ボリュームデータにおいて特定し、前記特定された断面と前記ボリュームデ
ータとに基づいて前記超音波画像に対応する断層像を生成する断層像生成部と、を具備し
、
　前記表示部は、前記断層像を前記超音波画像とともに表示すること、
　を特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
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　前記断層像における前記被検体の輪郭線と前記超音波プローブが接触している位置とに
基づいて、前記超音波画像の領域を表す領域マークの位置を決定する領域決定部をさらに
具備し、
　前記表示部は、前記領域マークを前記断層像に重ねた画像を前記超音波画像とともに表
示すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記断層像生成部は、前記ボリュームデータに基づいて、所定の透明度を有する透明断
層像をさらに生成し、
　前記表示部は、前記超音波画像に前記透明断層像を重ね合わせた画像を表示すること、
　を特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　被検体に関する超音波画像と、前記被検体に関する他種の医用画像診断装置により生成
されたボリュームデータと、複数のボディマークのデータおよびプローブマークのデータ
とを記憶する記憶部と、
　前記超音波画像に関する前記ボディーマーク上に前記プローブマークを表示する表示部
と、
　前記被検体の体表面に対する超音波プローブの位置および向きを示すよう前記表示され
たプローブマークを調整する入力操作部と、
　前記入力操作部により調整されたプローブマークの位置と向きとに基づいて前記被検体
の断面を前記ボリュームデータにおいて特定し、前記特定された断面と前記ボリュームデ
ータとに基づいて前記超音波画像に対応する断層像を生成する断層像生成部と、を具備し
、
　前記表示部は、前記断層像を前記超音波画像とともに表示すること、
　を特徴とする医用画像処理装置。
【請求項５】
　コンピュータに、
　被検体に関する超音波画像と、前記被検体に関する他種の医用画像診断装置により生成
されたボリュームデータと、複数のボディマークのデータおよびプローブマークのデータ
とを記憶させ、
　前記超音波画像に関する前記ボディーマーク上に前記プローブマークを表示させ、
　前記被検体の体表面に対する超音波プローブの位置および向きを示すよう前記表示され
たプローブマークを調整させ、
　前記調整されたプローブマークの位置と向きとに基づいて前記被検体の断面を前記ボリ
ュームデータにおいて特定させ、前記特定された断面と前記ボリュームデータとに基づい
て前記超音波画像に対応する断層像を生成させ、
　前記断層像を前記超音波画像とともに表示させること、
　を実現させることを特徴とする医用画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波画像を断層像とともに表示する機能を有する超音波診断装
置、医用画像処理装置、および医用画像処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、超音波診断装置により生成された超音波画像は、他種の医用画像診断装置により
生成された医用画像とともに表示されることがある。これにより、多角的な観点から診断
の確定が行われる場合がある。例えば、多種の医用画像診断装置によりそれぞれ生成され
た複数の医用画像により、診断の確定が行われることがある。また、単一の医用画像診断
装置により生成された医用画像でのみ観察される病巣の確認のために、他種の医用画像診
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断装置による検査の検討が行われることがある。これら診断の確定および検査の検討など
の診断に関する処理手順が、早期ガンの発見、特定、治療などにより患者のＱＯＬ（Ｑｕ
ａｌｉｔｙ　Ｏｆ　Ｌｉｆｅ）を向上させるために採用されている。
【０００３】
　例えば、ウィルス性の肝炎を発症した患者が肝硬変を経て肝臓ガンになる場合、肝臓ガ
ンを早期に発見し治療する取り組みが行われている。具体的には、肝臓ガンに対する高リ
スク患者として肝炎の発症時期以降、定期的な血液検査および超音波画像診断装置による
検査に加えて、他種の医用画像診断装置による検査が実行される。
【０００４】
　この時、Ｘ線コンピュータ断層撮影装置（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ：
以下Ｘ線ＣＴ装置と呼ぶ）および磁気共鳴イメージング装置（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓ
ｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ：以下ＭＲＩと呼ぶ）などの医用画像診断装置における造
影剤を用いた検査が、早期ガンの細胞組織の特性により、超音波診断装置による検査の前
に行われる。この検査により、腫瘍の可能性が高い被検体の部位を撮影した医用画像が、
得られることがある。この腫瘍の可能性が高い被検体の部位は、超音波診断装置により確
認される。更に確認された部位に対して穿刺が行われ、細胞が採取される。採取された細
胞は、ガンになっているか否かが検査される。
【０００５】
　上記検査において、他種の医用画像診断装置（例えばＸ線ＣＴ装置、ＭＲＩなど）によ
り生成された医用画像（断層像）は、超音波診断装置で上記部位を表示させるための参照
画像として用いられる。このとき、超音波診断装置で表示された超音波画像に対応する被
検体の断面に応じて、他種の医用画像診断装置（例えばＸ線ＣＴ装置、ＭＲＩなど）によ
り取得された医用画像の表示断面が合わせられる。
【０００６】
　しかしながら、Ｘ線ＣＴ装置およびＭＲＩなどにより収集されたボリュームデータから
、超音波診断装置で表示されている被検体の断面に対応した断層像を表示させることは、
操作者にとって負担となる問題がある。具体的には、Ｘ線ＣＴ装置およびＭＲＩなどによ
り収集されたボリュームデータにおける３次元的な位置と超音波画像診断装置で表示され
た被検体の断面との位置関係が操作者にとって把握しがたいことと、ボリュームデータか
ら超音波画像診断装置で表示された被検体の断面を選択する操作が複雑であることなどが
、操作者にとって負担となっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　目的は、超音波画像に対応する被検体の断面を選択する操作に関する操作者の負担を、
軽減させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、超音波プローブと、前記超音波プローブを介して
、被検体へ向けて超音波を送信し、前記送信された超音波に対応する反射波を受信し、前
記受信された反射波に基づいて受信信号を発生する超音波送受信部と、前記受信信号に基
づいて超音波画像を生成する超音波画像生成部と、前記被検体に関する他種の医用画像診
断装置により生成されたボリュームデータと、複数のボディマークのデータおよびプロー
ブマークのデータとを記憶する記憶部と、前記超音波画像に関する前記ボディーマーク上
に前記プローブマークを表示する表示部と、前記被検体の体表面に対する前記超音波プロ
ーブの位置および向きを示すよう前記表示されたプローブマークを調整する入力操作部と
、前記入力操作部により調整されたプローブマークの位置と向きとに基づいて前記被検体
の断面を前記ボリュームデータにおいて特定し、前記特定された断面と前記ボリュームデ
ータとに基づいて前記超音波画像に対応する断層像を生成する断層像生成部と、を具備し
、前記表示部は、前記断層像を前記超音波画像とともに表示すること、を特徴とする。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示す構成図である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係り、超音波プローブの向きと超音波プローブが接触
している位置とに対応する断面に関する断層像を、ボリュームデータに基づいて生成させ
る手順を示すフローチャートである。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る断層像生成処理を実行するためのソフトウェア処
理の構成の一例を示す図である。
【図４】図４は、第１の実施形態による超音波検査により生成される超音波画像を、断層
像とともに表示させる概要の一例を示す概要図である。
【図５】図５は、図４における超音波プローブが接触している位置とは異なる位置で、第
１の実施形態による超音波検査により生成される超音波画像を断層像とともに表示させる
概要の一例を示す概要図である。
【図６】図６は、第１の実施形態に係り、入力操作部を介して操作者により入力された超
音波プローブの向きと超音波プローブを接触させる位置とに対応する断面に関する断層像
を、ボリュームデータに基づいて生成させる手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係わる超音波診断装置を説明する。なお、以下
の説明において、略同一の構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明
は必要な場合にのみ行う。
【００１１】
　（第１の実施形態）　
　図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。同図
に示すように、超音波診断装置１は、超音波プローブ１１、超音波送受信部２１、Ｂモー
ド処理部２３、ドプラ処理部２５、超音波画像生成部２７、記憶部２９、インターフェー
ス部３１、入力操作部３３、制御プロセッサ（中央演算処理装置：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ：以下ＣＰＵと呼ぶ）３５、断層像生成部３７、領域決定部
３９、画像合成部４１、表示部４３を有している。加えて本超音波診断装置１には、心電
計、心音計、脈波計、呼吸センサに代表される図示していない生体信号計測部およびネッ
トワークが、インターフェース部３１を介して接続されてもよい。
【００１２】
　超音波プローブ１１は、圧電セラミックス等の音響／電気可逆的変換素子としての圧電
振動子を有する。複数の圧電振動子は並列され、超音波プローブ１１の先端に装備される
。なお、一つの振動子が一チャンネルを構成するものとして説明する。
【００１３】
　超音波送受信部２１は、図示しないレートパルス発生器、送信遅延回路、パルサ、アン
プ回路、Ａ／Ｄ変換器、ビームフォーマ、加算器等を有する。レートパルス発生器では、
所定のレート周波数で送信超音波を形成するためのレートパルスが繰り返し発生される。
送信遅延回路では、チャンネル毎に超音波をビーム状に収束し且つ送信指向性を決定する
のに必要な遅延時間が、各レートパルスに与えられる。パルサは、このレートパルスに基
づくタイミングで、所定のスキャンラインに向けて超音波ビームが形成されるように、振
動子毎に駆動パルスを印加する。アンプ回路は、超音波プローブ１１を介して取り込まれ
た被検体からのエコー信号をチャンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、アナログ信号で
ある増幅されたチャンネル毎のエコー信号をディジタル信号に変換する。ビームフォーマ
は、ディジタル信号に変換されたエコー信号に、受信指向性を決定するために必要な遅延
時間を与える。加算器は、ＣＰＵ３５からの受信遅延パターンに従って複数のエコー信号
を加算する。この加算により受信指向性に応じた方向からの反射成分が強調される。この
送信指向性と受信指向性とにより超音波送受信の総合的な指向性が決定される（この指向
性により、いわゆる「超音波走査線」が決まる。）。
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【００１４】
　Ｂモード処理部２３は、超音波送受信部２１からエコー信号を受け取り、対数増幅、包
絡線検波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるＢモードデータを生成す
る。生成されたＢモードデータは、超音波画像生成部２７において、所定の処理を受ける
。
【００１５】
　ドプラ処理部２５は、超音波送受信部２１からエコー信号に基づいてドプラ処理を行う
。ドプラ処理とは、速度情報を周波数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコ
ー成分を抽出し、平均速度、分散、パワー等の血流情報の計算を含む処理である。ドプラ
処理されたデータ（以下ドプラデータと呼ぶ）は、超音波画像生成部２７において、所定
の処理を受ける。
【００１６】
　超音波画像生成部２７は、Ｂモード処理部２３からのＢモードデータまたは、ドプラ処
理部２５からのドプラデータを位置情報に従って専用のメモリに配置（配置処理）する。
続いて、超音波画像生成部２７は、超音波走査線間のＢモードデータもしくはドプラデー
タを補間する（補間処理）。配置処理と補間処理とによって、複数のピクセルから構成さ
れる超音波画像データが生成される。各ピクセルは、由来するＢモードデータもしくはド
プラデータの強度に応じたピクセル値を有する。なお、超音波画像生成部２７へ入力され
る前のデータを「生データ」と呼ぶ。
【００１７】
　記憶部２９は、フォーカス深度の異なる複数の受信遅延パターン、本超音波診断装置１
の制御プログラム、診断プロトコル、送受信条件等の各種データ群、Ｂモード処理部２３
やドプラ処理部２５において走査方向単位で生成されたＢモードデータとドプラデータ、
超音波画像生成部２７で生成された超音波画像、被検体に関する他種の医用画像診断装置
により生成されたボリュームデータ、上記ボリュームデータが収集された収集範囲、超音
波プローブ１１を接触させた位置を示す複数のボディマーク、超音波プローブ１１の向き
を示す複数のプローブマーク、超音波画像の領域を示すマーク（以下領域マークと呼ぶ）
、断層像生成部３７で生成された断層像、画像合成部４１で合成された画像、後述する断
層像生成機能を実現するための専用プログラム等を格納する。
【００１８】
　記憶部２９は、本超音波診断装置１で設定されている座標系（以下超音波座標系と呼ぶ
）と、他種の医用画像診断装置で設定されている座標系との座標変換行列を記憶する。座
標変換行列は、医用画像診断装置ごとに異なる。なお、超音波座標系と他種の医用画像診
断装置で設定されている座標系との対応付けは、座標変換行列ではなく、関数であっても
よい。なお、これらの座標変換は、操作者により変更可能である。他種の医用画像診断装
置により生成されたボリュームデータとは、例えばＸ線ＣＴ装置により取得されたボリュ
ームデータである。なお、他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータは
、ＭＲＩにより取得されたボリュームデータでもよい。以下、説明を簡便にするため、他
種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータは、Ｘ線ＣＴ装置により生成さ
れたボリュームデータであるとする。
【００１９】
　インターフェース部３１は、入力操作部３３、ネットワーク、図示していない外部記憶
装置および生体信号計測部に関するインターフェースである。本超音波診断装置１によっ
て得られた超音波画像等のデータや解析結果等は、インターフェース部３１を介して、ネ
ットワークを介して他の装置に転送可能である。
【００２０】
　入力操作部３３は、インターフェース部３１に接続され操作者からの各種指示・命令・
情報・選択・設定を本超音波診断装置１に取り込む。入力操作部３３は、図示していない
トラックボール、スイッチボタン、マウス、キーボード等の入力デバイスを有する。入力
デバイスは、表示画面上に表示されるカーソルの座標を検出し、検出した座標をＣＰＵ３
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５に出力する。なお、入力デバイスは、表示画面を覆うように設けられたタッチパネルで
もよい。この場合、入力操作部３３は、電磁誘導式、電磁歪式、感圧式等の座標読み取り
原理でタッチ指示された座標を検出し、検出した座標をＣＰＵ３５に出力する。また、操
作者が入力操作部３３の終了ボタンまたはＦＲＥＥＺＥボタンを操作すると、超音波の送
受信は終了し、本超音波診断装置１は一時停止状態となる。
【００２１】
　入力操作部３３は、操作者による入力デバイスの操作に従って、超音波プローブ１１の
向きと超音波プローブ１１が被検体の体表面に接触している位置と記憶部２９に記憶され
た他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータの収集範囲（以下収集範囲
と呼ぶ）とを入力するための操作を行う。具体的には、入力操作部３３は、操作者の指示
に従って、超音波プローブ１１を接触させた位置を示すボディマークを、記憶部２９に記
憶された複数のボディマークから選択する。入力操作部３３は、操作者の指示に従って、
超音波プローブ１１の向きを示すプローブマークを、複数のプローブマークから選択する
。なお、入力操作部３３は、操作者の指示に従って、超音波プローブ１１の向きに対応す
るようにプローブマークを、回転させることも可能である。なお、プローブマークの向き
は、被検体の横断面に対する回転角度、超音波プローブ１１の煽り角度などが入力操作部
３３を介して入力されることにより、決定されることも可能である。入力操作部３３は、
記憶部２９に記憶された他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータの収
集範囲を、ボディマーク上に設定する。なお、ボディマークが後述する表示部４３で表示
されると、収集範囲は、ボディマークにおける基準座標（例えば、臍など）に基づいて、
ボディマーク上に表示されてもよい。
【００２２】
　ＣＰＵ３５は、操作者により入力操作部３３から入力されたモード選択、ＲＯＩ設定、
受信遅延パターンリストの選択、送信開始・終了に基づいて、記憶部２９に記憶された送
受信条件と装置制御プログラムを読み出し、これらに従って、本超音波診断装置１を制御
する。ＣＰＵ３５は、入力操作部３３を介して選択されたボディマークを、超音波座標系
に対応させる。ＣＰＵ３５は、ボディマーク上に重ねられたプローブマークを、超音波座
標系に対応させる。ＣＰＵ３５は、ボディマークに対するプローブマークの向きを、超音
波座標系に対応させる。ＣＰＵ３５は、プローブマークの位置と向きとに基づいて、超音
波座標系における被検体の断面を特定する。超音波座標系において特定された被検体の断
面は、超音波座標系おける座標で表現される。ＣＰＵ３５は、記憶部２９から、超音波座
標系とＸ線ＣＴ装置上で設定されているボリュームデータに関する座標系（以下ＣＴ座標
系と呼ぶ）とに関する座標変換を読み出す。ＣＰＵ３５は、超音波座標系おける座標で表
現された被検体の断面に対して、座標変換を実行する。ＣＰＵ３５は、座標変換後の座標
に基づいて、ボリュームデータの収集範囲に含まれる断面を特定する。特定された断面は
、ＣＴ座標系で表現されている。なお、超音波プローブ１１の向きと超音波プローブ１１
が接触している位置とによりＣＴ座標系で表現される被検体の断面を特定するための処理
は、以下で説明する断層像生成部３７によって実行されてもよい。
【００２３】
　断層像生成部３７は、特定されたボリュームデータに含まれる断面に関する断層像を、
ボリュームデータに基づいて生成する。生成される断層像は、ＣＴ座標系による断面に対
応している。生成される断層像は、超音波プローブ１１の向きと超音波プローブ１１が接
触している位置とにより特定される被検体の断面と対応している。なお、生成される断層
像は、超音波画像と同じ大きさであるとする。また、断層像生成部３７は、所定の透明度
を有する断層像（以下透明断層像と呼ぶ）を生成してもよい。なお、断層像生成部３７は
、入力操作部３３を介して入力された超音波プローブ１１の向きと超音波プローブ１１が
接触している位置とにより、ボリュームデータに基づいて、断層像を生成することも可能
である。
【００２４】
　領域決定部３９は、被検体の輪郭線と超音波プローブ１１が被検体に接触している位置
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とに基づいて、超音波画像の領域を表すマーク（以下領域マークと呼ぶ）の位置を、生成
された断層像に対して決定する。具体的には、領域決定部３９は、断層像生成部３７の出
力に基づいて、超音波プローブ１１が被検体に接触している位置を、生成された断層像に
対して特定する。領域決定部３９は、断層上における被検体の輪郭線と特定された位置と
に基づいて、被検体の輪郭線の接線を決定する。領域決定部３９は、決定された接線と特
定された位置とに基づいて、決定された接線の法線を決定する。領域決定部３９は、決定
された法線と特定された位置とに基づいて、生成された超音波画像の領域マークの断層像
上における位置を決定する。領域決定部３９は、生成された超音波画像と断層像とに基づ
いて、領域マークの大きさを決定する。なお、領域決定部３９は、超音波プローブ１１が
接触している被検体の体表面に関する曲率に基づいて、領域マークの位置を決定してもよ
い。
【００２５】
　画像合成部４１は、断層像に領域マークを重ね合わせた画像（以下第１の重畳画像と呼
ぶ）を生成する。画像合成部４１は、超音波画像に透明断層像を重ねあわせた画像（以下
第２の重畳画像と呼ぶ）を生成する。
【００２６】
　表示部４３は、画像合成部４１からのビデオ信号に基づいて、画像を表示する。表示部
４３は、第１の重畳画像と第２の重畳画像とボディマークとプローブマークとボリューム
データの収集範囲と超音波画像と断層像とのうち、少なくとも二つの画像を表示する。
【００２７】
　　（断層像生成機能）　
　断層像生成機能とは、超音波画像生成部２７で生成された超音波画像に対応する被検体
の断面に関する断層像を、ボリュームデータに基づいて生成させる機能である。以下、断
層像生成機能に従う処理（以下断層像生成処理と呼ぶ）を説明する。以下の説明を具体的
にするために、ボリュームデータはＸ線ＣＴ装置により生成されたものとする。
【００２８】
　図２は、断層像生成処理の流れを示すフローチャートである。　
　被検体に対する超音波送受信に先立って、入力操作部３３を介した操作者の指示により
、患者情報の入力、送受信条件、探索範囲、輪郭点の探索終了条件、種々の超音波データ
収集条件の設定や更新を行う。これらの設定や更新は、記憶部２９に保存される。これら
の入力／選択／設定が終了したならば、操作者は超音波プローブ１１を被検体体表面の所
定の位置に当接する。次いでＣＰＵ３５が、ＥＣＧ波形と同期しながら複数心拍に亘って
、超音波を送信し、送信された超音波に対応する反射波の受信（すなわち超音波スキャン
）を実行する。なお、この同期は、心音波形、脈波波形および呼吸曲線などとの同期でも
よい。
【００２９】
　受信された反射波の受信に基づく受信信号は、Ｂモード処理部２３もしくはドプラ処理
部２５へ送られる。受信信号を用いて、Ｂモードデータもしくはドプラデータが生成され
る。生成されたＢモードデータもしくはドプラデータは、超音波画像生成部２７へ送られ
る。Ｂモードデータもしくはドプラデータを用いて、超音波画像が生成される（ステップ
Ｓａ１）。
【００３０】
　入力操作部３３を介した操作者の指示により、記憶部２９に記憶されたボディマークが
選択される。選択されたボディマークは、表示部４３に表示される（ステップＳａ２）。
選択されるボディマークは、超音波プローブ１１が被検体に接触している位置に関する部
位を示す。入力操作部３３を介した操作者の指示により、記憶部２９に記憶された他種の
医用画像診断装置により生成されたボリュームデータの収集範囲が、表示部４３に表示さ
れる（ステップＳａ３）。入力操作部３３を介した操作者の指示に従って、記憶部２９に
記憶されたプローブマークが選択される。選択されたプローブマークは、操作者の指示に
従って、超音波プローブ１１を被検体に当接させた位置に対応するボディマーク上の位置



(8) JP 5597497 B2 2014.10.1

10

20

30

40

50

に表示される（ステップＳａ４）。表示されたプローブマークは、超音波プローブ１１の
位置と向きとを表している。
【００３１】
　ボディマークにおけるプローブマークの位置と、プローブマークの向きとに基づいて、
超音波座標系で超音波断面が特定される（ステップＳａ５）。特定された超音波断面をＣ
Ｔ座標系に変換させることにより、ＣＴ座標系における被検体の断面が特定される。特定
された断面の断層像が、ボリュームデータに基づいて生成される（ステップＳａ６）。断
層像における被検体の輪郭線と、超音波プローブ１１の位置とに基づいて、領域マークの
位置と向きとが決定される（ステップＳａ７）。断層像に決定された領域マークを重ね合
わせたマーク重畳画像が生成される（ステップＳａ８）。生成されたマーク重畳画像が超
音波画像とともに表示部４３で表示される（ステップＳａ９）。
【００３２】
　図３は、断層像生成処理を実行するためのソフトウェア処理の構成の一例を示す図であ
る。点線は、制御に関する情報の流れを示している。実線は、処理されるデータの流れを
示している。ボディマーク表示処理は、入力操作部３３からの出力に基づいて、記憶部２
９からボディマークデータを読み出す。ボディマーク表示処理は、読み出されたボディマ
ークデータを画像合成部４１へ出力する。ボディマーク表示処理は、読み出されたボディ
マークデータをデータ抽出処理へ出力する。
【００３３】
　プローブマーク表示処理は、入力操作部３３からの出力に基づいて、ボディマークに対
するプローブマークの向きと位置を、データ抽出処理と画像合成部４１とへ出力する。記
憶部管理処理は、入力操作部３３からの出力に基づいて、記憶部２９からボリュームデー
タを読み出す。データ抽出処理は、ボディマーク表示処理とプローブマーク表示処理とか
らの出力に基づいて、超音波座標系における超音波画像の断面をＣＴ座標系における断面
に変換する。データ抽出処理は、変換された断面に対応するデータをボリュームデータか
ら抽出する。データ抽出処理は、ボディマーク表示処理とプローブマーク表示処理とから
の出力に基づいて、超音波画像の走査領域を示す領域マークを生成する。
【００３４】
　図３のａは、入力操作部３３からＣＰＵ３５のボディマーク表示処理への、操作者によ
るボディマークの選択指示の出力を示している。図３のｂは、入力操作部３３からＣＰＵ
３５のボディマーク表示処理への、操作者によるプローブマークの向きおよび位置の決定
指示の出力を示している。図３のｃは、入力操作部３３からＣＰＵ３５の記憶管理処理へ
の、操作者によるボリュームデータの読み出し指示の出力を示している。
【００３５】
　図３のｄは、ボディマークの選択指示よる、記憶部２９からボディマーク表示処理への
ボディマークデータの出力を示している。図３のｅは、ボリュームデータの読み出し指示
による、記憶部２９から記憶部管理処理へのボリュームデータの出力を示している。図３
のｆは、ボディマークの選択指示による、ボディマーク表示処理から画像合成部４１への
ボディマークデータの出力を示している。図３のｇは、ボディマークの選択指示による、
ボディマーク表示処理から画像合成部４１へのボディマークデータの出力を示している。
図３のｈは、プローブマークの向きおよび位置の決定指示による、プローブマーク表示処
理からデータ抽出処理へのプローブマークデータの出力を示している。図３のｉは、ボデ
ィマークデータとプローブマークデータとに基づいて、ボリュームデータから断面に対応
するデータの出力と超音波画像の走査領域を示す領域マークの出力とを示している。図３
のｊは、データ抽出処理からの断面に関するデータの出力を示している。図３のｋは、プ
ローブマーク表示処理から画像合成部４１へのプローブマークデータの出力を示している
。
【００３６】
　図４は、本実施形態による超音波検査により生成される超音波画像を、断層像とともに
表示させる概要の一例を示す概要図である。図４のＡは、超音波検査の概要図である。図
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４のＡにおけるａは、被検体の体表面に接触している超音波プローブ１１の先端を示して
いる。図４のＡにおけるｂは、予め収集されたボリュームデータの範囲を示している。図
４のＢは、ボディマークとボディマークに重ねられたプローブマークとボディマークに重
ねられた収集範囲の一例を示す図である。図４のＣは、表示部４３で表示された断層像と
超音波画像とを示す一例である。図４のＣにおけるｄは、断層像に重ねられた領域マーク
を示している。
【００３７】
　図５は、図４における超音波プローブ１１が接触している位置とは異なる位置で、第１
の実施形態による超音波検査により生成される超音波画像を断層像とともに表示させる概
要の一例を示す概要図である。図５のＡにおいて、超音波プローブ１１が接触している位
置および超音波プローブ１１の向きは、図４のＡと異なる。図５のＢにおいて、超音波プ
ローブ１１が接触している位置および超音波プローブ１１の向きは、図４のＢと異なる。
図５のＣにおけるｄは、断層像における超音波プローブ１１が被検体に接触している位置
とこの接触している位置における被検体の輪郭線とに基づいて決定された領域マークを示
している。図５のＣにおけるｄは、超音波プローブ１１が接触している被検体の体表面の
形状に対応する領域マークである。
【００３８】
　（第１の変形例）
　第１の変形例における構成要素は、第１の実施形態と重複するため、説明は省略する。
第１の実施形態との相違は、入力操作部３３を介して操作者により入力されたボディマー
クとプローブマークとボリュームデータの収集範囲とに従って、ボリュームデータに基づ
いて断層像を生成させることである。生成された断層像は、入力されたボディマークとプ
ローブマークとともに表示される。なお、入力されたプローブマークに基づいて、領域マ
ークが生成されてもよい。このとき、生成された領域マークは、断層像に重ねられて表示
される。
【００３９】
　図６は、第１の実施形態に係り、入力操作部を介して操作者により入力された超音波プ
ローブ１１の向きと超音波プローブ１１を接触させる位置とに対応する断面に関する断層
像を、ボリュームデータに基づいて生成させる手順を示すフローチャートである。
【００４０】
　入力操作部３３を介して操作者により選択されたボディマークが、表示部４３に表示さ
れる（ステップＳｂ１）。入力操作部３３を介した操作者の指示により、記憶部２９に記
憶された他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータの収集範囲が、表示
部４３に表示される（ステップＳｂ２）。入力操作部３３を介した操作者の指示により、
記憶部２９に記憶されたプローブマークが選択される。選択されたプローブマークは、操
作者の指示に従って、超音波プローブ１１を被検体に当接させる位置に対応するボディマ
ーク上の位置に表示される（ステップＳｂ３）。ステップＳｂ３の処理により、操作者が
所望する超音波プローブ１１の向きと超音波プローブ１１を接触させる位置とが決定され
る。なお、超音波プローブ１１を被検体に当接させる位置は、操作者が所望する被検体の
断面に関する位置である。また、プローブマークは、入力操作部３３を介した操作者の指
示により入力された回転角度および煽り角度などに基づいて、選択されてもよい。
【００４１】
　ボディマークにおけるプローブマークの位置とプローブマークの向きとに基づいて、被
検体の断面が特定される（ステップＳｂ４）。特定された断面に従って、ボリュームデー
タに基づいて断層像が生成される（ステップＳｂ５）。生成された断層像における被検体
の輪郭線とプローブマークの位置とに基づいて、領域マークが生成される。断層像に領域
マークを重ね合わせた画像が、ボディマークとプローブマークとともに表示される（ステ
ップＳｂ６）。
【００４２】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
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　本超音波診断装置１によれば、ボディマークとプローブマークと他種の医用画像診断装
置により生成されたボリュームデータの収集範囲とが入力されることにより、超音波画像
に対応する被検体の断面に関する断層像を生成させることができる。生成された断層像を
ボディマークとプローブマークと他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデ
ータの収集範囲とともに表示させることにより、被検体に対するボリュームデータの位置
と超音波画像の位置との関係が容易に把握できるようになる。ボディマークとプローブマ
ークと他種の医用画像診断装置により生成されたボリュームデータの収集範囲とに基づい
て、超音波画像に対応した断面が決定されるため、操作者に対する操作の負担が軽減され
る。また、超音波プローブ１１が接触している被検体の体表部分の曲面に基づいて、超音
波画像の領域を示す領域マークを断層像に重ね合わせることにより、超音波画像と断層像
との位置関係が、操作者にとって理解しやすくなる。ボリュームデータから超音波画像に
対応した断面に関する断層像の切り出し制御が直感的になることで、診断効率の向上が期
待できる。
【００４３】
　また、本超音波診断装置１は、超音波検査前に断層像、領域マーク、ボディマーク、プ
ローブマークを表示させることにより、操作者が所望する超音波画像を表示させるための
ナビゲーションとして使用することが可能である。上記実施形態の変形例として、本超音
波診断装置の技術的思想を医用画像処理装置５０で実現する場合には、例えば図１の構成
図における点線内の構成要素を有するものとなる。断層像生成機能における各処理は、第
１の実施形態と同様である。加えて、各実施形態に係る各機能は、当該処理を実行するプ
ログラムをワークステーション等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で
展開することによっても実現することができる。このとき、コンピュータに当該手法を実
行させることのできるプログラムは、磁気ディスク（フロッピー（登録商標）ディスク、
ハードディスクなど）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤなど）、半導体メモリなどの
記憶媒体に格納して頒布することも可能である。
【００４４】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００４５】
　１…超音波診断装置、１１…超音波プローブ、２１…超音波送受信部、２３…Ｂモード
処理部、２５…ドプラ処理部、２７…超音波画像生成部、２９…記憶部、３１…インター
フェース部、３３…入力操作部、３５…制御プロセッサ（ＣＰＵ）、３７…断層像生成部
、３９…領域決定部、４１…画像合成部、４３…表示部、５０…医用画像処理装置
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